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令和５年度 小学校各教科等担当指導主事連絡協議会 伝達事項 

 

１ 小学校社会科における主権者として求められる資質・能力を育む教育の推進について 

 

（１） 教科目標（解説 P17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 主権者教育における社会科の位置付け 

 

社会科（小中学校）では，社会的な見方・考え方を働かせ，課題

を追究したり解決したりする活動を通して， 

・日本国憲法の基本的な考え方や，政治，経済等に関する知識 

・社会的事象等について調べまとめる技能 

・社会的事象について（多面的・）多角的に考察したり，社会に  

見られる課題の解決に向けて選択・判断したりする力 

・思考・判断したことを説明したり，それらを基に議論したりす 

る力 

・社会的事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体 

的に解決しようとする態度 

 

などを養う。 

 

（３） 教材について 

 

  ・児童生徒の実生活上の経験に結び付く身近なもの 

  ・見学や調査活動等を通して自分との関係を実感できるもの 

  ・学習後も見つめ考え続けることができるもの       が大変効果的 

 

 →児童生徒は，自分と社会との関わりに気付き，社会の機能やその意義についての認識を広げ，深    

めていく。 

  →社会参画の意欲につながる。 

 

 

 社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，グローバ

ル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民として

の資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。 

(1)  地域や我が国の国土の地理的環境，現代社会の仕組みや働き，地域や我が国の歴史や 

伝統と文化を通して社会生活について理解するとともに，様々な資料や調査活動を通し 

て情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2)  社会的事象の特色や相互の関連，意味を多角的に考えたり，社会に見られる課題を把 

握して，その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力，考えたことや 

選択・判断したことを適切に表現する力を養う。 

 (3)   社会的事象について，よりよい社会を考え，主体的に問題解決しようとする態度を養 

うとともに，多角的な思考や理解を通して，地域社会に対する誇りと愛情，地域社会の 

一員としての自覚，我が国の国土と歴史に対する愛情，我が国の将来を担う国民として 

の自覚，世界の国々の人々と共に生きていくことの大切さについての自覚などを養う。 

小学校・中学校共通 
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（４） 小学校社会科学習指導要領改訂のポイント（内容の充実）P.13 

 

世界の国々との関りや政治の働きへの関心を高めるよう教育内容を見直すとともに，自然災害時 にお

ける地方公共団体の働きや地域の人々の工夫・努力等に関する指導の充実，少子高齢化等による地域社

会の変化や情報化に伴う生活や産業の変化に関する教育内容を見直すなどの改善を図った。 

 

改訂のポイント① 

「政治の働きへの関心を高める内容の改善・充実」が図られた 

 

改訂のポイント② 

考えたり選択・判断したりしたことを根拠や理由を明確にして論理的に説明したり，他者の主張を踏ま

えて議論したりするなど，言語活動の一層の充実を図るようにすることが大切 
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（５）小学校社会科における指導事例 

 

ポイント① 現実社会を見せる（どのように子供たちに社会的事象と出合わせるか） 

ポイント② 人の働きを見せる（本物の人の営みを見せる） 

ポイント③ 根拠をもって議論する。 

ポイント④ 子供たちなりによりよい社会を考える。 
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２ 小学校社会科の学習において目標とする資質・能力の育成に向けた１人１台端末の効果的な活用に 

ついて 

（１） GIGA スクール構想のもとでの小学校社会科の指導において ICT を活用する際のポイント 

 ①学び方や調べ方を大切にし，児童の主体的な学習を一層重視 

→自ら問題意識をもち，問題解決の見通しを立て，必要な情報を収集し，情報を読み取り，情報  

を分類・整理してまとめる等の学習活動の構成（単元を通した授業デザイン）が大切。 

  ②「社会的事象等について調べまとめる技能」の育成 

  →小学校社会科，中学校社会科，高等学校地理歴史科及び公民科の学習指導要領解説に共通して 

掲載。 

③社会科授業は「単元で考える」 

学習場面に応じた活用例 

【写真機能や録画機能で情報を記録】 

→早く効果的に情報収集を行うことが

でき，見えにくい情報を可視化できる。

様々な情報をより効果的に集めること

ができる。情報の収集に専念できる。 

【収集した情報を基に話し合う】 

→繰り返し再生したり，拡大して細部ま

で映像を確認したりできる。共同編集機

能で，考えを広めたり深めたりできる。 

    【互いの考えを関連付けたり整理したりする場面】 

    ・情報の関連付け，グルーピングが容易である。操作しながら話し合いや考えの整理ができる。

すぐに他班とまとめを共有できる。学びの記録を残すことができる。 


